On the 〟Romantheorie" in the German Literature (Ⅲ) by 谷崎 英男
17
早稻田商学第302号
昭和駝年12月
ドイツ文学におけるロマーン
　　　　理論の研究（I）
一バロック時代（その二）一
谷　崎　英　男
は　　じ　め　に
　前稿においてバロック時代のロマソの特色を述べ，そのジャソルとLて　（・）
牧人ロマン（Sch証erro㎜an）（b）宮廷・歴史胃マン（h舶sch・historischer
Roman）（・）悪漢ロマソ（Picaroroman）（d）政治ロマソ（Politischer　Ro・
man）（・）好色pマン（9a虹nter　Roman）の5つをあげ，まず牧人ロマンの
考察を行った。今回は引き続いて（b）と（・）のジャンノレについて触れてみたい。
3．　バロツクロマイのジヤンノレ（続）
　（b）宮廷・歴史ロマン
　バロック・ロマソの第二のジャンルとして挙げられるのは，宮廷・歴史ロマ
ソである。バロックの人閻が人文主義と宗教改革，現世追及と現世逃避の間を
揺れ動き，激しい不協和音を生み出したことはrバロック時代のロマン」の項
で述べた通りであるが，レッツァーによれぱ，16世紀および17世紀のヨーロヅ
パロマンの発展は，「理想との対決」（Auseinandersetzung　mit　dem　Idea1）
という出発点において，奇妙な共通点をもちながらも二つの対立する方向へ向
ったのである。第一のグループは，理想の要請を虚構の観念性の中で実現する
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か，あるいは実証しようと試みるもので，ここにいう宮廷．歴史ロマンがそれ
である。第二のグループは，理想と現案を比較し，人間存在の不十分さを度を
越した歪曲化によって見せようとするもので，次に述べる悪漢ロマンがこれで
ある。両老はいわぱ，表嚢一体をなすもので，一つの観念的な神学的字宙大系
の異なった解釈に外ならないのである。すなわち一方はその肯定であり，他方
はその否定とまではいわないまでも，その実現の難しさを暗示するのであ孔
両方の解釈ともそれぞれが利用する杜会的な環境によって，お互いに対照をな
している。すなわち，完全無欠な秩序の理想あるいは勝利は，高級費族の世界
の領域で祝われ，原罪によって，引き起こされた不完全な秩序は，とるにたら
ないいやしい人間の間で取り扱われるのである。従って簡単にいえぱ，r上流
杜会のロマソ」（hoher）Roman）とr庶民のロマン」（niederer　Roman）と
いうことができよう。
　ところでカール大帝やアーサー王伝説などにまつわる宮廷騎士物語は，すで
に中世から存在していた訳であるが，どうしてここであらためて宮廷・歴史ロ
マン）（ho行sch－h1storischer　Ro㎜an）という名称を用いるかについて考えて
見よう。
　前項で述べた16世紀スベイソの『アマディス』小説群の主人公たちは，時問
的にも空間的にも，いつどこでと決めることのできない作りごとの世界で生活
し，行動していて，想像上の物語は文学的なユートピアの中で起ったのであっ
た。しかしながら牧人ロマンの項で述べたオノレ・デュルフェのrアストレ』
（17世紀初頭）は，rアマディス』から多くの要素を受げ継ぎ，さらに拡犬した
ものであるが，事件をすでに地理的に限定された地域に移し，物謡に歴史的な
色彩を与えようと試みている。
　『アストレ』の主人公たちは，5世紀の理想化された世界とはいえるが，ア
ルカディアではないフランスで生活をしていたのである。そしてこれがロマソ
を董話的なイ如境から区別し少くとも見せかけだけでも歴史的な信頼性を与える
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第一歩であった。こうして次の時代に，古い宮廷騎士物譲と区別された宮廷・
騎士ロマソという名称で総括される作品が生まれるに至ったのである。
　さて牧人ロマンのジャソルは，イタリアで確立され，スベイソやイギリスを
経て，フラソスの『アスドレ』でもってその頂点に達する訳であるが，宮廷・
歴史ロマソの成立の場はフランスであった。そのもっとも成功した原型を次す
ものは，スコットランド系でフラソスのロレーヌ地方の生れのジョン・バーク
レィ（John　Barc1ay）（1582－1621）の近代ラテソ語の作品『アルゲーニス』
（Argenis）（1622年バリ発行，英語版は1625年にロンドンで発行）である。こ
の物謡のストーリーは全地中海領域をおおい，紀元前1世紀を舞台としている。
シツリー島に上陸したアルコムブロトゥス（あとになって彼はアルゲーニスの
異母兄弟であることが判明するのであるが）は，不当にも皇帝侮屠の罪で告訴
されていて，身を隠さたけれぱたらなくなった苦境のポリアルクスを助げに行
く。アルコムプロトゥスは，ポリアルクスがシシリー島の王メレアソデルの娘
であるアルゲーニスを愛し，アルゲーニスもその愛に報いていることを知る。
そこで追跡者の目から逃れるために，ポリアルクスの友人たちはポリアルクス
が死亡したと宣言す乱アルゲーニスはこの知らせを聞いて自殺しようとする
が，侍女がそれを思いとどまらせる。そしてその後まもなくしてポリアルクス
の親Lい人たちから，アルゲーニスには，彼が健在であることが皆げちれる。
かくしてアルゲーニスとポリアルクスの二人は，ひそかに変装して蓬瀬を楽し
む。そうこうするうちに一方では，アルユムブルトゥスは，王を生命の危険か
ら救う。そして宮廷でアルゲーニスを見ると，アルユムプルトゥスもまた彼女
に恋してしまう。そこにさらに第三番目の求婚者が現われる。それは反逆者の
リコゲネスで，彼はアルゲーニスを誘揚Lようとする。しかしアルユムブルト
ゥスは彼を穀害し，ツシリーの王冠をまもるポリアルクスは，海賊たちとの戦
いを余儀たくされた長い旅を終えて爆ってく孔彼はアルゲーニスに会い，彼
らはお互に結婚を約東し合㌔ところがまた新たに新しい困難が生ず乱
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　まずアルゲーニスは，父の希望によって同盟者であるラディロ・バネスと緒婚
するようにいわれる。しかしこの結婚が良い繕果をもたらす見込みがないと分
ったときに，王はアルゲーニスをアルユムブルトゥスと結婚させようとするの
である。けれどもポリアルクスを待っているアルゲーニスは，蓮巡する。一方
ポリアルクスは，様々な冒険や戦いの後にメレアンデル王の愛顧を受げるよう
になった。彼がガリア王位の継承着であることが判明したからである。こうし
てこのロマソは，二人の幸福な結婚とガリアの栄光に満ちた将来への展望でも
って終るのである。
　以上の犬まかな荒筋を見ても分るように，バークレイは明らかにヘリオドロ
スの図武を模倣したもので，この『アルゲーニス』とともに，ペレニズム時代の
物語構造の再生が始まり，17世紀全体を通じて継続するのである。rアルゲーニ
ス』と同じ年にパリでは，マルタン・ル・ロワ・ドゥ・ゴンベルヴィル（Martin
Le　Roy　de　Gomberville）（160ト1674）の『ラ・カリテェ』（La　Carith6e）
が出版さ一れ，次いでrポレクサンドル』（PO1exandre）（1629－32）と『スィト
ゥレ』（Cyther6e）（1642年）が続いた。これらの中では『ポレクサンドル』が
傑作で，英雄ポレクサソドルがトルコ，ペルシャ，アメリカなどを遍歴する冒
険談で現実離れのしたエキゾティズムに助けられて，ほぼ10年前のrアストレ』
に劣らぬ成功をおさめた。ゴンベルヴィルの艀マンは，ドイツ語には訳され恋
かったが，その巽国的な雰囲気はドイツのバロック・ロマンの中では，例えぱ
後述するツィーグラー・ウソト・クリプハウゼンのrアジアのバニーゼ』のよ
うに大きな役割を演じている。このゴンベルヴィルのロマンは，フラソス文学
史ではr英雄ロマン」（rOman　h6roique）と呼ぱれているが，これに属するも
のには次おラ・カルプルネード（La　Calprenさde）（160一一63）の『クレオバト
ラ』（CI6op盆tre）（1647－58），『カサンドラ』（Cassandre）（1642－60），『フ
ァラモ：／』（Faramond）（1661－71）のような膨大ロマソがある。『クレオバ
トラ』ばアウグストクス皇帝の時代のローマを取り扱い，『カサソドラ』はア
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レクサソダー大王の時代を舞台とし，『ファラモソ』はフランスの初期の歴史
を描いているが，その量的な巨大さや，現実麟れのした題材や，犬げさた空虚
な文体などのために，今日では特殊改文学吏家や好事家の文猷としての役割し
か果していない。
　このようなフランスの英雄ロマンの中で，ドイツ文学へもっとも大きな影響
を与えたものは，恐らく通例スキュデリー嬢という名前で呼ぱれているマドレ
ーヌ・ドゥ・スキュデリー（Madeleine　de　Scudery）（1607－1701）の講作品，
特に『アルタメーヌ，あるいはグラソ・シリュス』（Artamさne　ou1e　Gra皿d
CWus）（1649－58），および『クレリー』（C161ie）（1651－61）の二作品であ
ろう。前者は10巻，13，095頁にも渡るもので，ペルシャ王アルタメーヌがメー
デスの王女マンダーヌを愛L，シリュスというギリシヤ名に名を変えて彼女を
追い，戦争，決闘，愛する女の軽侮等，あらゆる障害を乗り越えて，ついに彼
女の愛を得る物語で，古代史を舞台としているが，同時代の杜交人の理想化さ
れた感清生活を描いたもので，作中人物は犬部分が当代のだれかの肖像（ポル
トレ，portrait）で，そのために読者に人物のモデルを想定させることによっ
て大きな成功をおさめたのである。例えぼ，主人公シリュスは当時若い英雄と
して杜交会の偶像であったコソデ公を，マンダーヌはその妹のロソグヴィル公
爵夫人，クレオミールはラソブィエ侯爵夫人を，サフォーは作者みずからをか
たどったといった調子で，作者が出入りしたラソブィエ館ωを借りて，兄のジ
ョルジュを介して親しかったコソデ公兄妹への賛歌を歌い上げたものである。
『クレリー』の方も，10巻，7，3ユ6頁の犬冊で，近代ローマ史の形を借りて作者
のサロy　r土曜会」＝2〕（Samedi）の人たちを描いているいわゆるr鍵ロマソ」働
（romanきclef，Sch1廿sse1roman，key　novel）の代表的恋もので，ほとんど
筋らしい筋はなく，挿話の積み重ねで出来ている。作者がこの中で主張してい
るのは，徹底したブラトニック・ラヴで，真の恋愛は繕婚も肉体的関係も超越
したところにおいてのみ成立するということである。作老は童たこのような見
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地から男女の交際のいろいろな規則を論じており，そのためにrクレリー』は
プレシューズ｛4：たちの恋愛教科書になったほどで，特に第1巻に挿入きれた
r恋愛地図」（Carte　de　Tendre）は有名である。
　これは恋心の芽ぱえから，その完成，あるいは破滅を鳥敏図式地図で示した
もので，中果の下に「新らしい友情」（Nouvene　Amiti6）という町があり，そ
こからr愛の川」（Inclination）が北流して，r危険な海」（Mer　Dangereuse）
に注いでいる。この海には西からr感謝の川」（Recomaissance）が・東から
r尊敬の川」（Estime）が流入している。r新しい友清」から左に遭をたどって
行くと「服従」（Somission），r熱意」（Assiduit6）などの宿駅をへてr感謝の
川」にのぞむr感謝に基づく愛情」（Tendre　sur　Recomaissance）に達する
が，道を誤るとr不実」（Pe而die），r悪口」（M6disance）などを経てr反感
の海」（Mer　d’Inimiti6）に達してしまう。r新しい友情」から左に遣を取ると・
r恋文」（Billet　doux），r誠実」（Probit6），r尊敬」（Respect）などの村を経て
r尊敬に基づく愛情」（Tendre　sur　Estime）の町に達するが，遣を誤るとr軽
率」（脆蛙ret6），r忘却」（0ub1i）などの村を経てr無関心の潮」（Lac　d’In－
di脆rence）に達してしまうというようなもので，この地図はプレシューズた
ちの閣で大評判にたり，多くの模倣作を生み出したのである。；5］このようなス
キュデリー嬢の作品は，事件の途中でr語り」が物語の説明をしたり，決闘，
誘拐，戦争，海賊の襲撃などが筋の起伏をつけ，人物の心理や性格においても，
娘は常に貞潔であり，主人公の英雄はすべて忠実であり，人物を動かしている
のは偶然と愛憶である点において英雄小説の枠内にあるものといえよう。しか
したがら英簿の冒険と共に心理をロマソに持ち込むことによって英雄小説の枠
を越えたものといえるであろう。前稿のデュルフェのrアストレ』の項で述べ
たように，rアストレ』の中でもさまざまな愛の探究がなされ，恋愛の種々相
が具体的に描かれているが，これが恋愛心理の分析というよりはむしろ恋愛の
型の百科全書であったのに対し，スキャデリー嬢は恋愛心理のメカニズムの分
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析にくわを入れたのである。この意味においてスキュデリー嬢の文学史上にお
ける存在意義は極めて大きく，一方ではラファイエット夫人（LaComtesse
de　la　Fayette）（1634－93）のrクレーヴの奥方『（La　Princesse　de　Clさves）
（1678年）に始まるフランス心理小説の系統につながり，他方ではラ・ロシュ
フーコー（LaRochefoucaud）（1613－80）の『回想録』（M6moires）（1622
年）や『歳言集』（Maximes）（1656年）のようなモラリストの系譜に違なる
ものといえよう。
　ところでこれらのフランスの諸作品はイタリアにも影響を与え，17世紀の前
半にはドイツではまだ7ランス物の翻訳に甘んじていたが，ジャン・フラソチ
ェスコ・ロレダーノ（Gian　Francesco　Loredano）の『ディアネア』（Dianea）
（1627年）を初めとするイタリア独自の豊かな作品群を生み出していた。そし
て宮廷・歴史ロマンの最初の強訳の試みは，1626年にバークレイの『アルゲー
ニス』がアルティーン・オーピヅツ（Matin　Opitz）（1597－1639）によつて始
められ，1627年にブレスラウにおいて出版された。オーピッツはこの翻訳によ
ってドイツにおける宮廷・歴史ロマンのその後の発展に方向を与えたが，ドイ
ツ自前の作品が生れるまでには，なお20～30年の年月が必要であった。
　さてこれからドイツ自前の宮廷・歴史ロマンの考察に移る訳であるが，一つ
のジャンルの中には組み入れにくい作品群のことに触れておこう。レッツァー
は，これを市民・宮廷ミックス型（bむrger1ich－h餉sche　Mischform）と名付
けている。たぜたらこれらの作品群は，すでに個人的牧人ロマン（Individual・
sch証erei）の中で見られたように，宮廷的な理想国家ロマソ（Staatsroman）
あるいは牧人ロマソの要素を市民的背景の中へ移し変えているからである。大
きな国家的・政治的恋行動に代って，ここではほとんど個人的な領域の事柄が
描かれ，登場人物も必ずしも国の理想を代表する地位にあるものとは隈らない。
また大きさの点でも，このグループの作品は宮廷・歴史小説の類型とは際立っ
て隔たり，せいぜい二ないし三百頁の長さであ乱さらに物語自体もハヅピ
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イ・エソドで終るとは限らず恋人たちの愛の放棄あるいは二人の別離によって
終るものも多い。この点において，個人的牧人ロマソに類似している点が多い
のである。そして普通の宮廷・歴史Pマンとは異って，庶民的ロマソしか知ら
たいような女性蔑視的な傾向さえ見られる。例えぱアウグストゥス・アウクス
プルガー（Augustus　Augspurger）のr恋人に虐待された求婚者　あるいは
アルナルテとルツェンダ』（De　rvon　seiner　LiebstenVbe1geha1tene　Amant
Oder　Ama1te　und　Lucenda）（1642年，ドレースデン発行）は，その題名が
示すように，失恋した不幸なアルナルテが著者に，rこの物語を女性の冷酷さ
の例として公表する」という条件で物語る感傷的な恋物語である。ルツェンダ
に惚れ込んでいるアルナルテの求婚を何回も拒否し，彼を恥ずかしめるルツユ
ソダは，ついに、アルナルテの友人と思われているイエルゾと結婚をする。恥ず
かしめを受けたアルナルテは，このことに大いに腹を立てイエルゾに決闘を要
求し殺してしまう。アルナルテは，あらためてルツェソダに求婚するが1彼女
は結局修道院へ送られてLまう。アルナルテ自身も孤独の中へ引き込もり，そ
のはかたい恋を悲しみ，ルツェンダがいつかはその態度を悔やむことを祈るの
である。
　この作品はロマソというよりは，むしろ中篇小説といえるものであるが，こ
のグループの代表的なものはフィーリプ・フォソ・ツェーゼソ（Phi1ipp　von
Zesen）（161ト1689）の『アドリアのローゼムソト』（AdriatischeRose－
mund）（1645年，アムステルダム発行）であろう。ツェーゼソは，前述のオー
ピッツや言語学老のショッテル（J．G．Schottel〉（1612－76）らと一緒に，「国
語協会」（Sprachgesel1schaft）を設立し，ドイツ語の浄化運動（Purismus）
に努力した人であるが，自らもスキュデリー嬢のrイブラヒム』（Ibrahim）な
どを翻訳している。しかしツェーゼソの『ローゼムソト』は，フラソスの宮
廷・歴史ロマンの模傲を目指Lたものではなく，外禺の規範から離れた新しい
ものを作り出そうとしたのである。彼は「そこで私は，独自のものを書き，外
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国語の書物をあまり頻繁に翻訳しないのが，恐らく最善だと思う。特に大都分
の作品には，迫力も生気もないし，ただ冗長で不鉤合なおしゃべりがあるだけ
だからである。」（So　halt’ich　daf池r，daB　es　wohl　das　b直ste　w盆re，wan
㎜an　was　eignes　schribe，md　der女emden　sprachen　b道cher　nicht　so
g出r　h乞u丘g　verdeutsche，sonderlich，weil　in　den　meisten　weder　kra｛t
noch　saft－st，und　nuhr　em　welt－schwe1iges，unabgemassenes　geplau－
der　in　sich　ha1tenつと書いている。このロマソは，二人の不幸な恋人の一時
的別離から姶まる。二人の恋人のひとりは，シュレージェソの貴族出身の詩人
であるマルクホルトで，もうひとりはヴェネチア（題名のrアドリアの」とい
うのはアドリア海に面したヴェネチアに由来している）の貴族の綾であるP一
ゼムソトで，彼女は父のズユネバルトの姉のシュティルムートと一緒にドイツ
の三十年戦争の混乱の中からアムステルダムヘ逃げてきていたのである。この
二人の恋人たちの結婚には，宗教の違いという障害があ私マルクホルトはプ
ロテスタソトであり，ローゼムソトはカトリックで，ローゼムソトの父親は，
マルクホルトが信仰を変え，ローゼムントから生れるすべての娘にカトリック
の教育を受げさせるならぱ，はじめて彼女の結婚に同意する積りであるが，二
つの条件ともマルクホルトに受け入れられないものである。このように挫折を
運命づげられた二人の愛は，絶え閻たい試練にさらされる。マルクホルトは，
数ケ月の旅に出ることを余儀なくされ，ルイ十四世の却位の時にバリヘ出る。
ひとり取り残されたローゼムソトは，この間羊飼いの女としてアムステルダム
の近郊に引き込もる。マルクホルトが無事に戻ってきて，数日間はローゼムソ
トはその苦Lみから救われるが，緊急な用件でマルクホルトは再び呼び戻され
る。そして悲運に泣くローゼムントは，その青春の日日を謁歌することも，楽
しむことも匁く，ひたすら憂愁のうちにその時を終えるのである。この作品の
人物たちは，明らかに自伝的攻特色を持っており，ツェーゼソ自身もr私の書
き方，特に暗示的な名前で書いているときには，常に表面的に見えるものとは
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違ったものが隠されているのが分るだろう」とある書簡の中で書いている。こ
の意味においてこのrアドソアのローゼムント』は17世紀における重要な市民
的写実的なロマソといえるであろうし，ストーリーの演ぜられる場所も時も，
アルカディアの理想郷や遠い時代ではたく現代の具体的な場所であることも，
前述した牧人ロマソと類似した特色を持っているといえるであろう。
　そのほかこのグルーブに属すると考えられるものには，バルタザル・キソ
ダーマン（Balthasar　Kindemam）（1636－1706）の『あわれなニゼット』
（Ung1Ockselige　Nisette）（1660年），ヨハン・ゴルギアス（Joham　Gorgias）
（1640一一16雛）の『だまされたフロンタルボ』（Betrogener　Frontalbo）（1670
年頃），作者不明のrドソ・フラソチェスコとアンゲリカの不幸な愛と生の物
語』（Ung1むckselige　L三ebes－und　Lebensgeschichte　des　Don　Francesco
und　A皿gelica）（1667年）などがある。
　さてドイツの宮廷・歴史ロマソの代表的なものを年代順にあげて行くと，ま
ずブラ汐ンシュヴァイクの教区監督でもあり，視学官でもあったアンドレーア
ス・ハインリッヒ・ブーフホルツ（AndreasHeinrichBuchho1z）（1607－
1671）の最初の散文作品であるrキリスト教ドイツ国の偉大な君主ヘルクレス
とボヘミヤの王女ヴァリスカの不思議な物語』（Des　Christlichen　Teutschen
GroB－F七rsten　Herkules　und　der　B6hnischen　K6niglichen　Fr乞ulein
Valiska　Wmder・Geschichte）（1659年）が数えられる。ブーフホルツはこの
中で，ヘリオロドロス的な物語の手法の枠内で，キリスト教的な教化を英雄的
な規範と結び付げる宗教的英雄ロマンを展開しているのである。ザクセソのハ
インリッヒの息子のヘルクレスは，奴隷としてローマヘやってきたが，そこで
キリスト教の信仰を受け入れる。彼のポヘミヤの友人であるラディスラが彼を
奴隷の身分から解放する。ボヘミヤヘの帰途彼らは三人の貴族の娘たちを盗賊
の手から救い出す。ラディスラはパドゥァの総督の娘と恋におちいり，彼女と
結婚をする。若い時からヘルクレスと将来を約束し合っていたヴァリスヵは，
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兄の結婚式へ行く遣すがら誘揚され遊牧民の王であるアルタバヌスの所へ連れ
去られ，王妃にさせられそうになる。しかし彼女は低抗する。ヘルクレスとラ
ディスラは，誘拐されたヴァリスカを探すために出発する。ヘルクレスは，遊
牧民の王に奉公人として雇われ，同国人としてヴァリスカを訪ねることを許さ
れる。彼はヴァリスカをキリスト教に改宗させ，ひそかに彼女と結婚する。そ
うこうする間に，圧政の下に苦しんでいた諸民族がアルタクセルクセスの指揮
の下に，暴君に対して蜂起する。ドイツの友人たちも彼らに加勢する。彼らは
アルタバヌスを打ち負かし，ヴァリスカを遵れて逃げ，ヴァリスカはイェルサ
レムで息子を生む。彼らはバドゥアで皇帝によって名誉をもって迎えられ，そ
の侯国は独立した王国として公認され飢　ドイツでは，ヘルクレスとラディス
ラはなお反乱を起しているスラヴのヴェソド族と戦い，うち勝つ。最後にラデ
ィスラの死んだと伝えられていた父親も再び姿を現わし，ヘルクレスの妹のク
ラーラも家族と再会し，ヘルクレスについてドイツヘやってきたメディア（イ
ランの西北部にあった古代の王国）の王子と結婚をする。そして政治的な大団
円はキリスト教による婚姻成立と異教徒の覇権に代る新しい王家の創立でもっ
て終るのである。
　ブーフホルツは，その第二作『キリスト教の王侯ヘルクリクスとヘルクラデ
ィスラの不思議な物語』（DerChristlichen　K6nig1ichen　F阯sten　Herkωikus
㎜d　Herkuladis1a　Wu出er・Geschichte）の中では，新しい王家の子供達のオ
リエソト地方におげる様々な冒険について物語っている。ブーフホルツが，彼
のロマソを書いたのは，ブラウソシュヴァイク侯の子息たちの関心を，フラソ
スをすべての手本にするという風潮から離反させようという理由であったこと
は，確かなことであったろう。というのも前述したスキューデリー嬢やラ・カ
ルプルネードのロマソが当時，ブラウ1ノシュヴァイクの宮廷ではつとに有名で
あったからである。ブラウソシュヴァイク＝ヴォルフェソピュヅテルの公爵
（Herzog　v㎝B施mschweig－Wo雌enb枇tel）であったアソトーソ・ウルリッ
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ヒ（Anton　Uldch）（1633－1714）はパリ滞在中にフランスの著名な作家達と
個人的にも知り合いになり，公刊されるには至らなかったが，1658年以来ラ・
カルプルネードの『クレオパトラ』の翻訳試みていた。
　年代卿こいってブーフホルツのロマソに続くのが，アントーソ・ウルリッヒ
が11年後に出版した彼自身のロマソr高貴なシリアの女性アラメーナ』（Die
Durchleutige　Syrerin　Aramena）（1669－1333）の第一部である。この胃マ
ンはバピロソとシリアが舞台になっていて，3，882頁にものぼる大作に200人
の人物が登場し，29回にものぼる婚姻締結が描写されている。このロマーンの
荒筋を書くことは，大Lて意味がないので省略するが，シリアの王アラメーネ
スの娘アラーナが，おじのボーユスによって追放されていたケルト族の領主マ
ルズィゥスと恋におち入り，さまざまなさまよい，戦い，思い違い，見せかげ
の結婚，言語に絶する試練の後に，マルズィゥスがあらゆる純潔の危機を克服
して自分に変らぬ愛清を捧げたアラメーナと最後に結ぱれ，おじの死後ケルト
族の国トリーアヘもどって，支配者として統治するのである。ストーリーは
錯綜・混乱し，不可解な事件が怒意的に起っているように見えるが，すべては
神の摂理を啓示するというたった一つの目的をもっているだけなのである。そ
してその神の摂理は，最初からその救済計画の地上の協力老として気高い人物
を選び出し，その人生に試練を与えることによって，将来の任務へと彼らを浄
化するのである。ストーリーの紛糾や，事件遇程の組織的な暗転は，単に物語
作りの技術的なサスペンスの要素ではなく，実在と仮衆の葛藤の反映なのであ
る。物語の終りにおける整然とした秩序と幸福な結末は，あらかじめ作られて
いた前提なのである。人間にとっては，試練を身に受げ，神の救済計画にすす
んで服するか，あるいは神の呼出しを拒否するかの二者択一しか残されていた
い。運命の女神による試練や誘惑に打ち勝ったものが，真のキリスト教的な支
配者であり，これが絶対主義の国家形態の神学的な理論づげなのである。この
絶対主義的国家形態の底に桟たわっている世界像は神権政治的な性質をもって
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いるといえよう。物語は自由気ままに発展するのではなく，．矛盾したものが予
定調和の一部分でしかない予定された秩序ある世界（コスモス）の解釈なので
ある。哲学者としてモナド論や予定調和説を展開したライプニッツ（G．W．
Leibniz）（1646－1716）ば，1713年4月26日の手紙の中で，アントーン．ウル
リヅヒにあてて「何もかも混乱におとし入れて，それから予期もされない所で
救い出すのは，何とし）ってもロマーンを書く人のもっともすぐれた技術の一つ
です。そして美しいロマーソを作り出す人ほど，われらが主なる神を上手にま
ねる人は，護もいません」1と書いているが，この手紙の趣旨はまさに，このこ
とを表規しているのであろう。
　このようた予定和調の世界では，人間は事件の外面が偽りの見せかけである
ことを自力では見抜くことはできない。人間にそれができるのは，神の超越し
た支配カヘの無隈の確固とした信頼によってのみである。神のみが秩序の勝利
を保証し，悪を罰し徳に報ゆるのである。悪による混乱が大きけれぱ犬きいほ
ど，善の勝利に対する喜びも犬きい。作家は，このような壮大な宇宙の芝居を，
もっともらしさの性格だげをもってフィクションの物語の世界の中で再現する
任務をもつのである。
　このようなアリストテレスのいわゆるエンテレケイアの露顕の遇程は，アソ
トーソ・ウルリッヒのもう一つの6，169頁にも及ぶ大作『オクターヴィア，巨
一マの物謡』（0ctavia，R6mische　Geschichte）においても，その軌を一にし
ている。このロマーソは1677年から1712年にかけて何回か加筆訂正されている
が，ゲルマソとブリタニアを背景にLた皇帝支配下のローマが舞台になってい
る。アルメニアの王ティリダテスは，高資な支配者であったが，ローマ人と土
地のことで争う。たまたま戦利品とLて彼の手に落ちた一人のローマ婦人の姿
が彼に深い印象を与える。戦いは，ティリダテスがある土地をローマ人から領
地として賛う協定が結ぽれて終結する。ティリダテスは，ある時族行の最中に，
ある婦人を残酷に処刑Lている現場に居合せ，刑吏の手からその婦人を解放す
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るが，その婦人が先に深い印象を受げた婦人であることが分るのである。それ
は皇帝ネロ夫人のオクターヴィアで，ひそかにキリスト教徒になっていたため，
ネロに不面目な仕打ちを受げ，死刑を宣告されたのである。しかしながらキリ
スト教の教えに忠実であったオクターヴィアは，ネロとの結婚に束縛され，テ
ィリダテスに好意をもったが，彼の求愛を退ける。そして再びローマヘ戻って，
友人の家に世間の目からひっ込んでひそかに暮すのであるが，このオクターヴ
ィアが多くの束縛を経て，最後にはアルメニアの国を完全に手に入れたティリ
ダテスと結婚し，子孫の繁栄を見守って行くのである。
　なおヴォル7エンビュッテルの皇太字榑育官であったズィークムソト・フォ
ン・ビルケン（Sigmmd　von　Birken）（1626－1681）が『アラメーナ』の序
文の中で展開した宮廷・歴史ロマソの理論は，フォスカンプによれぽ，ユエの
理論がドイツに受げ入れられる以前に，ロマーソを由繕ある文学形態の伸問に
取り入れ，叙事詩という高級なジャンルの栄光のいくぱくかをロマンに賦与し
た功績をもつものであるが，このことについては後の項で触れるのであろう。
　年代順でアソトーソ・ウルリッヒのロマーンに続くのは，ハインリッヒ・
アンスヘルム・フォン・ツィーグラー・ウント・クリブハウゼソ（Heinrich
Anshe1㎜von　Ziegler　und　Kliphausen）（1663－1696）の『アジアのバニー
ゼ』（Asiatische　Banise）（1689年）である。このロマーソは，1689年から1766
年にかけ10版を重ねるほど読者に歓迎され，rドイツのバニーゼ』rイギリスの
バニーゼ』，『エジプトのバニーゼ』など多くの類似作晶を生み出したのである。
舞台になっているのはドイツ語でいうHinterindien（文字通りには奥インド，
裏イソド），すたわちアジア大陸の東南の端，国名でいえぱビルマ，ベトナム，
ラオス，カンボジア，タイ，マレーシアなどを含む東南アジア地方で，アーヴ
ァの王ダコセムの息子であるバラツィーソは，べ一グの王セクミンドの娘バニ
ーゼを愛しているが，べ一グの国王はダコセムと姻戚関係にあるにもかかわら
ず，彼と絶えず戦争状態にある。そLてこの敵対関係は，べ一グから寝返った
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ブラーマのヒャゥミグレームによってますますあおられ乱ヒャゥミ，グ1レー今
はアーヴァで勢力をえて，兄第のクセニムブルムの援助でアーグァに侵攻した
クセミソドを殺し，自らブラーマの支配者となり，かずかずの戦いの後，つい
にぺ一グを征服して，美しいバニーゼを楠える。そしてバラツィーン王子が同
盟著の力を借りたり，策略を用いたりして暴君ヒャウミグレームを殺害レ・バ
ニーゼを救い出すのに成功し，愛する二人の結婚というハヅピー・工：■ドで終
るのである。
　このPマr　l■は，バロヅク演劇との対比点を示し，主要人物が芝居のように
次つぎと登場するのが特徴で，ゴットシェットやレッスィングに賞讃され，18
世紀にまでも幅広い影響をもち，ゲーテもそのrヴィルヘルム・マイスターの
修業時代』（Wilhe1m　M眺敏s　Lehrjahre）（1795－96）の中の人形芝屠に暴
君ヒャゥミグレームを舞台の上に登場させている。また題材を吉代にではなく，
東南アジアというヨー宮ツバでは未知な地方に求めたのも，当蒔の人々の外国
旅行記に対する好みを巧みに利用したものといえよう。
　　『アジアのバニーゼ』につく｝のが，『バニーゼ』と並んでレッスィソグによ
って「この種の才知にあふれた作品の原典の一つ」と評されたダーニエル・カ
スパー・フォソ・■一エンシュタイソ（Danie1Casper　von　Lohenstein）
（1635－83）のr高潔な将軍アルミーニウス』（GroBm肚higer　FeIdhe耐Ar・
minius）（168ト90）である。このロマーンには『ドイツの自由を勇敢に守っ
たヘルマソと高貴な妻トゥスネルダの，祖国を愛し，ドイツ貴族を称え，名誉
ある子孫のために捧げられた意義深い国家と愛情と英雄の二部に渡る物語』
（0der　Hemam，Als　Ein　tapfererBeschimer　der　deutschen　Freyheit，
Nebst　seiner　Durchlauc雌igen　Tuszne1da　in　einer　simreichen　Staats－
Liel〕es－md　Helde阯Geschichte　Dem▽aterlande　zu　Lie1〕e　Dem　deutschen
Adel　aber別Ehren　md沌hmlichen　Nachfolge　in　Zwey　Theilen　vor・
geStel1et．）という長たらしい劇題が付げられていて，その中に当時の知識全都
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を百科辞典風に網羅Lようと極端に努めているために，アイヒンドルフによっ
て「狂気じみた百科辞典」（to－1gewordene　Reale囮yklopadien）と呼ぱれた
のである。ローエソシュタインの書いたものに，ライプツィヒの説教師であっ
たクリスティアン・ヴァーグナー（Christian　Wa駆er）によって増補加筆さ
れたもので，主人公アルミーニゥス（別名ヘルマソ）は，ゲルマン民族の一種
族であるヒェルカー族の指導着で，最初は目一マの軍務についていたが，その
後帰郷してヒェルカー族や他のゲルマソの諸族を糾合して，トイトブルクの戦
闘でヴァールス将軍の率いるローマ軍を打ち破った（紀元9年）歴史上の人物
である。ロマーンは二部に分れており，第一部はアウグストゥス大帝時代のロ
ーマ時代の出来事で，ヒェルカー族の指導者ヘルマソーヘルマンはウルリ
ヒ・フォン・7ツテン（Ulrich平0n　Hu杭e皿）（1488一ユ523）の『アルミーニ
ゥス』（Aminius）（1529年）以来ドイツ的美徳と因民的偉大さの象徴的人物
である一は，ゲルマンの指導著たちと会合し，ローマの支配への蜂起を呼び
かげるが，おじのゼゲストはローマ側について戦う。将軍ヴァールスに率いら
れたローマ軍は敗れ，ゼゲストと娘のトゥスネルダは捕虜になるが，ヘルマン
とトゥスネルダが最後には結ぱれるところで終るのである。第二部の物語はロ
ーマの将軍ゲルマニクスのゲルマン人に対する遠征（紀元14年一16年）の時代
までに及び，最後にヘルマンは王冠を提供されるが，それを弟のフラーヴィウ
スに譲り，歴史上では同じくゲルマンの一種族であるマルコマソネン族の王マ
ルボトとの戦いに勝利をおさめた（紀元17年）のち，血縁関係老によって殺さ
れるのであるが，このロマーンではまだ長く生きることになっているのである。
　以上がドイツにおける宮廷・歴史ロマーソの主要なものであるが，以下綜合
していくつかの特徴をあげてみよう。まず第一の特徴として古代後期の艀マー
ソ，特にヘリオドロスの『エチオピア物語』の構成を継続している点があげら
れる。＝このような図式はフランス人によって仕上げられたものであるが，それ
がその形式のままドイツヘ移ってきたものである。その際立った物語技法とし
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て敢上げられるのは，物語をその終結の直前で始め，入り組んだ実傍を解明す
るそれ以前の物語をカヅトバヅクを用いて遣いかけるという手法である。ルゴ
ースキーはr目マーンの世界は（しぱLぱロマーンの半分を構成する）それ以
前の物語の世界をたいして越えていない」（Die　Welt　des　Romans　ist　nicht
viel　mehr　a1s　die　Welt　der　Vorgesc㎞chten）といっている。㈹従って最初
から分っているハッピー・エソドの結末は，できるだげ長く引き伸ぱされなげ
れぱならない。そしてストーリーには，網のようにあちこちにわき道にそれる
粁余曲折がなげれぱならないのである。
　第二の特色は，物語の中心に貴族か気高い二人の愛し合う男女がいて，その
一組の男女が運命の女神の術策によって離れぱたれにされてしまうことである。
しかしながらこの一組の男女は，その確固とした節操によってあらゆる困難を
克服し，最後には婚礼の儀式によって民衆に幸福と平和をもたらす新Lい時代
の暮明げを知らせるのである。
　第三の特色は，主要人物が毛ラルの点からいって品行方正の模範であるとい
うことである。理性の声のみに耳を傾げ，情緒的な感情に身をゆだねないスト
イヅクな不動心，き然とした落ち着きが決定的な人物を特徴づげるのである。
しかしたがらこれらの人物は，決Lて個人ではなく，国家理念の代表者恋ので
あり，彼らの運命は彼らの民族の運命なのである。彼らの中には，絶対主義的
な国家の理念がその頂点に達した形で示されている。そLてもう一つドイツの
作家，特にアソトーソ・ウルリッヒに見られることであるが，物語を複雑に錯
綜させる物語技法上の要素を敦いのモティーフに変化させたことも注目すべき
ことであろう。運命の女神が事件に強カに干渉L，主人公が運命の女神の気ま
まな行為に無力なままにさらされれぱ，さらされるほど，最後には神の摂理は
一層明るく光り輝くのである。ごの意味では，宮廷・歴史ロマーソは救済の実
現の賛美といえよう。
　（・）悪漢ロマン
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　悪漢ロマン（〔独〕PicarOr0皿an，〔仏〕roman　picaresqne，〔英〕picaresque
nOVel）というのは，スベイソ語のpiCar0（悪者，悪党）に由来するnOVe1a
ザca蛇scaのことで，ドイツ語では別名Sche1menroman（Schelm＝悪人，い
たずら著）とも呼ぱれている。これはロベ・デ・ベガ（Lo脾F61ix　de　yega）
（1562－1635），セルバンテス（Migue1deCe耐antes）（1547－1616），カルデ
ロン（Pedro　Ca1der6n　deユa　Barca）（160ト81）などの優れた作家を輩出し
たスベイソ文学の黄金時代に，16世紀の中頃前述したrアマディス』に匹敵す
るほどの版数を重ねた一冊の小さな目立たない作品によって始まったのである。
それは『ラサリ冒・デ・下ルメスの生涯およびその幸運と不運』（La　Vida　del
lLazariuode　Tomes　ydesus　fo血masyadversidades）（1554年ブルゴ
スで出版）という作老不明の作品であった。この作品は当時スペインで主流で
あった騎士道的物語とは異なって，スペイン文学史に一貫している写実的なも
ので，主人公ラサロ（一il10という接尾辞は，少年の幼い感じを出すための縮少
辞である）は，サラマソカ近郊のトルメス川の近くで泥棒の父親と素行の怪し
い母親の間に生れた哀れな少年である。そしてこの少年ラサロが一人称で盲人，
僧侶，みじめな郷士などさまざまな主人に仕え，やっとトレドのおふれ役の職
にありつき，大僧正の召使いと結婚するまでを物語るのであ乱ラサロの最初
の主人である盲人，憎侶および郷士は，当時の三つの杜会階層すなわち放蕩暮
らし，教会および貴族を象徴しており，これらに調刺的批判的な矢を放ってい
乱前書己のホセ・ガルシア・・コペスはrこの作品のもつ数多くの長所のうちと
くに見落してならないのは，当時の日常的な話L言葉を反映Lたのびのびした
直裁酌放文体と，卓抜Lた現実描写の技法である。その写実主義は本物の生活
であるかのような感じを与える雰囲気の中で，単にいくつかの出来事を浮き上
らせるだけでない。登場人物の性格，心理描写に重で入り込み，これによって
単なる外形的現実移殖のみに終らせず，さらに鋭い批判繕神を加味Lて，一つ
の明確な姿勢に支えられた現実感を打ち出している」と述べている。｛71
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　このrラサリヨ・デ・トルメス』の出現後およそ半世紀たって，このジャソ
ルを継ぐマテオ・アレマン（Mateo　Alemゑn）（1547－1614？）の『悪者グス
マソ・デ・アルファラチェの生涯』（Vidadelpica的Guzm差ndeA晦rac㎞）
（1590年）が出版された。この作品の主人公グスマンは，少年時代に家出しマ
ドリードで種々の仕事についたあと，盗みをはたらきイタリアヘ逃げる。イタ
リアでは乞食や召使をしたあと，身内の者まであざむいたうえスペインヘ戻る。
そこである詐歎師の娘と結婚するが，死別L再婚す乱そしてついにはガレー
ラ船8〕での漕役刑に処せられるが，そζである陰謀を発見する手柄をたて釈放
されるのであるが，rラサリヨ・デ・トルメス』のもつ雰囲気や文体において
著しい相違が見られ，『ラサリヨ』では陽気な調刺であったものが，『グスマン』
では幻滅思想を説く姿勢に変っている。これこそ本稿の冒頭に述べたr理想と
現実を比較し，人間存在の不十分さを度を越Lた歪曲化によって見せようとす
る」バロック時代の特色といえよう。これらのスペインの悪漢ロマソの中で猿
訳されたものには，そのほか女の悪老を主人公にLたフランスィスコ・ロベス・
デ．ウベ＿ダ（Francisco　L6pez　de　Ubeda）（生死月日不詳）の『あぱずれ
フスティーナ』（Picara　Justina）（1605年）やフラソスィスコ・ゴメス・デ・
ヶべ一ド（Francisco　G6mezde　Quevedo）（1580－1645）の『かたり師の生
涯』（Historia　de1a　vida　del　Busc6n）（1626年）在どがあり，これらの作品
は数年を経ずしてヨーロッバ全体の共有財産となり，数多くの翻訳によって広
がり，その材料や物語の構造は，同じような種類の作品を生む誘因とたったの
である。しかしながらスペイソ以外の国々では，スペインに独特恋様相は失わ
れて，騎士物語に対する対立物という点で一致していただけであった。そして
この意味において幾世紀を超えて今日でも理解され，解説されるのであ乱ス
ペイン以外で通例悪漢ロマソのジャンルに入れられているものには，バロック
時代以外のものも含めてトマス・ナッシュ（Tho㎜丑s　Nash）（1567－1601年
頃）の『不運な旅人』（The　Unfortunate　Traveller）（1594年），ル・サージ
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ユ（A1ain－Ren6Le　Sage）（1668－1748）の『サンティリャーナのジル・ブラ
ース』（Gil　Blas　de　Santi1lane）（1715－35年），デツフオー（Daniel　Defoe）
（？1660－1731）の『そル・フラソダース』（Mo11F1anders）（1722年），フイ
ールデイソグ（HenryFielding）（1707－54）の『ジョナサン・ワイルド』
（J㎝athan　Wi1d）（1734年），スモレット（Tobias　George　S㎜olett）（1721
－71）の『目デリック・ランダム』（Rodedck　Random）（1748年），ドイツ文
学では後述するグリンメルスハゥゼン（Hans　Jakob　Christo伍e1von　Grim一
皿e1shausen）（？162ト1676）の『ズィムプリツィスムス』（Derabenteuer1iche
Simp1icissimus），18世紀ではシュナーベル（Joham　Gottfried　Schnabe1）
（1692－1752）のr愛の迷路でよろめく騎士』（Der　im　Irrgarten　der　Liebe
herumtaume1nde　Cava1ier）（1738年），もっと新しくはトーマス’マン
（Thomas　Mann）（1875－1955）のr詐歎師フェーリクス・クルルの告白』
（Die　Bekenntnisse　des　Hochstaplers　Felix　Kru11）（1954年），ギュンター・
グラス〔G立nter　Grass）（1927一　　）の『ブリキの太鼓』（Die　Blechtrom一
㎜e1）（ユ959年）などがある。
　さてスペインで生れた悪漢ロマンは，ドイツヘも移入され好評を博しはした
が，17世紀の60年代に至るまでドイツではこの種の作品は生れていない。1665
年になってはじめてエームルス・ヘルトゲルン（Aemu1us脱rt－gem）と名
乗る無名の薯老が，ピカレスク風の乞食物語を出版したが，このrドン・イ
ロ』（Don　Ir0）は世間の束縛に服さたい気楽な乞食生活の喜びにあふれる賛
歌であった。ついで1668年にはヒエローニュムス・デューラー（Hieronymus
Direr）の『世の習いと運命の戯れ』（Lauf　der　We1t　Und　Spie1des　G蛆cks）
が出版されている。この作品の主人公テユヒャソダーは，グスマンと同じよう
に不倫の関係から生れた人聞で，成功とそのたびごとの反動とが交互に交替す
る中で，階級制度のはしごを昇って行く。そLてその最高位に到達したとき，
テユヒャンダーは王座から逃げ遣のない悲惨の中へ転落する。テユヒャンダー
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はこの転落を神の摂理のあらわれと理解し，自分の罪に対する罪として受げと
め，自分の身持ちの悪さを悔み，世捨人とLてこの世に背を向けるのである。
テユヒャンダーは，回想の形で向う見ずに運命の女神の勝手気ままに身をゆだ
ねる人たちのための戎めの手本としてこの物語を述べる形になっており，構成
から見るとスペイソの悪漢ロマソの図式に類似している。また世捨人あるいは
隠者としてこの世の背を向げるのは，次に述べるグンムメルスハウゼンのrズ
イムプリツィスムス』の第五巻でズイムプリツィウスがこの世をいとい，この
世を捨てて行くテーマを思い出させるものがある。
　ここで必然的な帰結として，ヴォルフが『ロマンの一般史』の中でrまとも
な本を一冊も提示することができない17世紀」の唯一の例外とし，⑨ゲールツ
が「三百年後になってもまだわれわれに直接語りかけてくる」ωとしている『ズ
イムプリツィスムス』に触れなげれぱならない。『ズイムブリツィスムス』の
薯者グリンメルスハウゼソは，その生年月目が明らかではないが，1622年頃に
ペッセソ州のゲルソハウゼンで生れ，祖父はバン屋であったといわれている。
彼の幼年時代のことについては何も分っておらず，彼が1670年に発表したr永
代暦』（Der　ewigw独rende　Kalender）の中にはr1635年に私はヘッセン軍
の兵隊に捕えられてカヅセルヘ連れて行かれた」と記されており，恐らく戦争
にまきこまれて軍隊にひきずりこまれたのであろう。1639年以降の生活につい
ては，大体明らかになっているが，軍隊の書記の仕事をLていたようである。
三十年戦争は1648年10月24日に，ウニストファリア条約が調印されることによ
って終結するが，その翌年カタリーナ・ヘニンガー（20歳）と結婚L，二人の
あいだには9人の子供が生れた。その後土地管理人をLたり，料亭の主人にな
ったりしたが，1667年にシュトラースブルク司教区のレンヒェソ村の村長とな
り，この時代に主要作品の大都分が書かれたのである。そLて主人公ズインプ
リツィウスと同じように，新教徒から旧教徒に改宗したのもこの時期であった。
LかLながら1673年にルイ十四世がエルザスとバーデンに軍を進めたために，
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再び戦禍にさらされ，76年8月に妻子に取り巻かれたがら息を引きとった。な
お『ズインプリツィスム』がザームエル・グライフェンゾー：■・フオン・ヒル
シュフェルト（Sa㎜uel　Greifenson∀on　Hirschfeld）あるいはゲルマン・シ
ュライフハイム・フォン・スルスフォルト（Ger㎜an　Schle1fhe1m　von　Suls－
fort）という名前で発表されたために，グリソメルスハウゼンの作品であるの
が判明Lたのは，19世紀のなかぱのことであり，20世紀の10年代になって文献
学的な研究によってテクストが定められたことはよく知られた事実である。
　ところでグリンメルスハウゼンの作品の中で今日でもなお読まれているのは，
『ズィムプリツィスムス』とそ棚こ違なる作品であるが，悪漢ロマンには属さ
ない忘れ去られている作品も存在している。例えぱ1667年に出版されたr貞潔
なヨーゼフ』（Der　Keusche　Joseph）は聖書に題材を求めており，聖人伝の
伝統に似かよっものがあり，また1670年にニュルソベルクで出版されたrムザ
イ』（Musai）には宮廷・歴史ロマンの要素も見出される。同じく1670年に出
された『ディートヴァルトとアメリンデ』（Dietwald　und　Amelinde）は，5
世紀から6世紀にかけてフラソスのキリスト教化が行われていた題材にしたも
ので，ブルグソドの皇太字ディートヴァルトとフラソスのルートヴィヒ国王の
娘アメリンデのカヅプルを主人公にして，宮廷ロマンを教訓的た民衆本に変え
ている。また同じく1670年に発表されたr永代暦』では，おびただしい数の色
とりどりの話，例えぽ伝説，笑話，逸話などによづて人々を楽しませたり，啓
発しようとしている。次いで1672年にシュトラースブルクで発行された『プロ
クスィムスとリュソピーダ』（Proximus　und　Ly血pida）の中では，グリンメ
ルスハウゼソは，一人の気高い著者が父親の手本を見習って，その魂を汚さな
いために世俗的な財産をあきらめて行く様子を描いている。この物語の中では，
来世こそが人閻の唯一の現実であり，使命なのである。
　グリソメルスハウゼソの主著ともいうべきr冒険好きのズィソプリツィスム
ス・トイチュ』（Der　Abentheuerliche　Simplicissimus　Teutsch）（普通『阿
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果物語』と邦訳）が出版されたのは，1668年で場所はニュルンベノレクであった。
これは今日の版では第五巻までで，翌69年に同じくニュルンベルクでその続き
である『冒険好きのズィンプリツィスムスの続篇J（Contimatio　des　abente－
uerlichen　Simphciss卿us）が発表されたが，これは今日では第六巻とされて
いるものである。グリソメノレスハウゼンは，前述したスベインのノベラ・ピカ
レスカである『ラサリョ・デ・トルメスの生涯』『グスマン・アノジファラチェ
の生涯』『あぱずれフスティナ』のことは，独訳あるいば改作によって知ってい
たL，rドン・キホーテ』の最初の部分の独訳も読んでいたと推測されてい乱
また7ランスの悪漢ロマソであるシャルル■ソレル（Char1es　Sore1）（1602－
74）のrフランション滑稽物語』（La　vraie　histoire　comique　de　Francion）
（1623年）も読んでいたことが証明されている①しかしながらケベードの『か
たり師の生涯』の独訳が出版されたのは，r阿呆物語』が公げにされたあとの
ことであった。
　まずその荒筋を辿りてみよう。舞台は三十年戦争（1618一螂）の時代である。
幼い主人公ズィソブリツィウス（ラテン語で「単純杜男」「阿呆」「おめでたい
男」の意。ズィソブリツィスムスば，その最上級でrズィソブリツィゥス・ズ
ィンプリツィスムス」という姓で兵員名籍に記入されたのである）は世間から
遠く離れてシュペサルトの山の中で教育も受げずに生活している。ある日のこ
と離散した兵隊たちが両親の農園を略奪したとき，森の中へ逃げる。ここで彼
は一人の隠者（昔は貴族の士宮で，のちに実父であることが判明する）に出会
い，引き敢られて，読み書きやモーゼの十戒などキリスト教についての教えを
受げる。特に自分自身を知ること，悪い伸間を避げること，心をしっかりもっ
ことの三つを守るように教えられるのである。Lかしズィソブリツィウスは隠
者の言葉に余り従わず，隠者が死ぬと森を出て浮世へ戻り，佳の中を知るよう
になる。スウェーデンの司令官のもとで小姓に，のちに道化役になる。遣化役
は何を言おうと許されるので，彼はこれを隠れみのとして利用し，他人の不道
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徳を笑いものにする。その後彼はクロアチア人たちによってあちこち連れ重わ
され，皇帝軍側とスウェーデン軍側の間を行ったり来たりする。遣化役の服を
ぬぐように警告され遺化役から逃れるために女装Lたり，スパイの疑いで捕え
られ火あぶりにされそうになるが，戦争にまきこまれて助かる。それから多く
の主人に仕えて新しい経験を積み重ねるが，結局皇帝側の竜騎兵になり，「ゾ
ーストの猟人」というあだ名を貰って頭角をあらわ丸そしてスウェーデン軍
に捕われの身となったが，皇帝側へ6ケ月はもどらない条件で釈放されるが，
そこで思いがけず結婚を強制される。世帯を持つために，ケルソの公証人のも
とに預けてあったお金を取りに行こうとするがうまく行かない。そこでパリヘ
移り，rBeau　Alman」（美しいドイツ人）と呼ぱれる役老となって上流階級へ
も出入りする。貴婦人たちは彼の周囲に殺到し，夜自分の部屋へ連れて行った
りする。こうして彼は上流杜会の退廃ぶりを員の当たりにするが，この頃から
不運がつきまといはじめる。ドイツから手紙を受げ取ったのをいい潮に，こっ
そりバリを脱げ出すが，病気になり顔がゆがんできれ天然痘にかかったので
ある。それから香具師になって百姓の金をまきあげたり，いんちき医者になっ
たりしてドイツの国境まで辿りつく。その後マロード団という人殺しと追剥の
集団の伸間に入り，伸間のオリヴィエの残した金貨を手に入れて金持ちになる
が，たまたま泊った宿屋でおちぶれて乞食姿になっていた音の親友ヘルツブル
ーダーに出会う。そこでズィソプリツィウスはヘルツブルーダーの病気を治療
したりして世話をしたので，ヘルツブルーダーは元気を回復L，二人は巡礼と
たって廻国巡礼の旅に出てウィーンヘ来たとき，二人はまた軍隊に入るが，烈
しい戦闘で敗れ，ズィンプリツィウスは軽傷ですんだが，ヘルツブルーダーは
重傷を負う。ヘルツブルーダーは湯治に出掛げ，ズインプリツィウスは久Lく
会わない妻に会いに出掛げるが，男の子を生んで産後いくぱくもなくこの世を
去ったことを知る。湯治場へ戻ってみると，ヘルツブルーダーの容態は日ごと
に悪化して，ついに不帰の人になる。友人の死後ズィソプリツィウスは二度目
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の結婚をしたが，妻は朝から晩までワイソびたりにたり，内臓が焼けただれて
死んでしまう。再び自由の身となったズィンプリツィウスは，伝説で水の精が
住んでいるといわれているムソメル湖の探究の旅に向う。その後はあるスウェ
ーデンの大佐と一緒にモスクワヘ行き，そこで火薬作りを始め，このことが原
因になってだったん人によって朝鮮玉に献上され，さらに目本を経由してマカ
オのポルトガル人のもとに送られたが，さらにトルコ人の海賊団に捕えられ，
その後エジプト，コンスタンチノープルを経てヴェニスヘ送られ，ここからロ
ーマを経て，かねてから家をもっていたシュヴァルツヴァルトの森へ三年数ケ
月の流浪のあとで戻るのであ糺その問にドイツには平和が再び訪れていた。
わが家へ帰ったズィンプリツィウスは，この世を捨てて隠者生活を送るのであ
る。しかしたがら第六巻では，ズィンプリツィウスはもう一度世間の中へ連れ
戻され，船で旅に出たが，マダガスカル島近くで嵐に襲われ，一人の大工と一
繕に無人島に漂着する。ここで一種のロビンソ：■・クルーソー物語が始まるの
である。二人は島に住みつぎ生活も軌道にのったが，やがて犬工はしゅろ酒の
飲みすぎで命を失い，ズィンプリツィウスは神が何千人という人々の中から，
自分だげを平和な島に住ませてくれたことに感謝の祈りを捧げながら，隠者生
活に戻り隠者として一代記を語り終るのである。
　以上の荒筋からも擢察されるように，r阿呆物語』はr悪老グスマソ・デ・
アルファラチの生涯』（この作品はすでに1615ジェズイト派の人問で，のちに
バイエルンの宮廷事務官になったアルベルティーヌによって独訳されている）
ともっとも多くの共通点をもってい乱隠者の場面とオ㍉現世否定とかいうよ
うな個々の点ぱかりでなく，ピカロの生活の神学的な解釈も似かよっている。
ただrグスマン』とは順序が変っていてrグスマン』ではr悪行」（S泣nde）
r教化」（Beleh醐ng）r救済」（Er16smg）の順であったものが，『阿呆物語』
ではまず隠者によるキリスト教のr教化」，浮世にまきこまれてのr悪行」，そ
してr救済」という弁証法的な方法をとっている。また登場人物が何年後かに
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再会したり，本筋の前の物語が後から埋め合わされたり，取り違えたものがあ
とで解き明かされたり，予言が未来の紛糾や事件を告げたり，それだけで完結
している小さな物語が途中ではめこまれたりするなど宮廷・歴史のロマンの構
成を思い出させるような仕掛げも用いられている。しかしながらこれらの構成
要素は，宮廷・歴史ロマンの観念性意識撤こゆカ…めたバロディとLて利用され
ている。すなわち『阿呆物語』は宮廷・歴史ロマンの作為的な観念性に対する
風刺的なカリカチュアなのである。貴族の子弟であるズィンブリツィウスが浮
浪者の生活をおくるということぽ，階級的相異は魂の救済にとっては取るに足
らないことであるということであづて，これがグリンメルスハウゼンの発した
鋭い皮肉なのである。自明のこととして仮定された存在のユートピアに対して，
彼は現実の存在の風刺的な戯画を提起する。このよう底二元性こそバロヅク時
代の特色であるカミ，グリソメルスハウゼンは，庶民のレベルで混乱した世の中
の現実，つまり神の秩序にさからって，かりそめの世界，虚飾の世界に満足し
ている人問たちの悔俊の宵なぎ姿を描き，その目標に旨己認識（das　nOsce　te
ipsum）（なんじ旨身を知れ），すなわち人閻の神秘的な使命への自覚を置ぎ，
人間の反省を健すのである。『阿呆物譲』を巡っては文学史家のあいだで様々
な解釈が行われており，もっとも一般的にぱ『バルツィファル』と『ヴィルヘ
ルム・マイスター』のあいだにはさまれた最初の近代高地ドイツ語で書かれた
教養ロマンとされているが，これには異論もあり，ここではこの間題には触れ
ない。
　さて『阿果物語』の出版の未曾有の成功に刺激されて，グリソメルハウゼソ
は同じような作品を四冊発表している。それぱ『放浪の女べてん師クラーシ
エ』（Die　Erzbe舳ge㎡n　md　Landstrδzerin　Courasche）（1670年），r奇妙
なシュプリソクイソスフェルト』（Der　seltsame　Springins免Id）（1670年），
『不思議な鳥の巣』（Das　wunderbarliche▽ogelnest）（1672年），『不思議な
鳥の巣，第二部』（Das　wmderbarliche▽ogelnest，zweiter　Teil）（1675牢）
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の四冊である。そして彼は最後にあげた『鳥の巣，第二部』のはじめで，『阿
呆物語』の六巻と合わぜて計十巻を包括的た構成物として描いたと述べている
が，お互の結び付きはきわめてゆるやかであるから，前述のように五巻た続篇
を合わぜて六巻をr阿呆物語』とLて取扱うのが合理的であろう。r放浪の女
ぺてん師クラーシュ』は，主人公クラーツユが笑い者にされたズィ：■プリツィ
ウスに意趣返しをする積りで自分の波欄に富んだ生涯を物語る形式になってい
る。舞台は同じく三十年戦争の時代で、一ボヘミア地方のブラゴティツである伯
爵の私生児として養母のもとで生活Lていたリブシュカは，皇帝軍が近づいて
きたときに身を守るために男の子の服装を身にまとい，イヤンコと名乗るσそ
して戦争の混乱の中で幸運と不運に交互に襲われながら，Lだいしだいに道徳
的な抑制を棄て大娼婦そしてジプシーの女王になる様子が物語られるのであ乱
彼女は七回も繕婚し，運命の苛酷さと浮世の幸福追求のむなしさを認識するが，
ズインプリツィウスのように悔辰と回心へと決意はせず、態度を改珍ることは
できないのである。クラーシュというのは，なぐり合いの際に貰ったあだ名で，
ベルトルト・ブレヒト（Bertolt　Brecht）（1898－1956）が三十年戦争に取材
した戯曲『肝っ玉おっかさんとその子供たち』（Mutter　Courage　und　ihre
Kinder）（1939年）の題材の下敷きにこのクラーシュの物語を用いたことはよ
く知られている。
　『奇妙なシュブリングインフェルト』の主人公の名シュプリソグイソフェル
トはr暴れん坊，腕白者」を意味し，『阿果物語』の第二巻の第三十一章に出
てくる学生あがりの兵隊で，ズインプリツィスムのゾースト時代の部下であ乱
物語の語り手はレストラソで，今は農園で悠々と暮しているズィンプリツィゥ
スが，乞食で浮浪者に落ちぶれ片足を失った傷病兵になっているシュプリソグ
インスフェルトと出会うのに立ち会う。ズィンプリツィウスは二人の男を自分
の農園へ違れて行くと，ここでシュプリングインスフェルトは自分の体験を物
語るのである。シュブリングイソスフェルトは手品師伸問の子孫で，母親は貴
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族の出身で少女時代に手品師と駆け落ちLたのであったo『阿呆物語』の中で
貴族の出であるズィンプリツィウスが放浪者の生活をおくるように，ここでも
すべての人間は道徳的には対等であるという意味で，宮廷・歴史ロマンに対す
るパロディがあると考えられよう。シュプリングインスフェルトは海賊に誘拐
され，その兵隊になり，様々な戦闘に参加し，ゾーストではズィ1■プリツィウ
スとたまたま知り合うのである。しかLたがらトルコ軍との戦闘で重傷を受げ
退役させられる。全く無一物になって乞食として歩くうちに，手回し風琴の娘
に出会い，この娘と一緒に物乞い楽士および人形使いとしてあちこち放浪する
のであ飢ところがこうして渡り歩くうちに，手回し風琴の女は，持主を見え
なくしてしまう不思議な鳥の巣を発見する。シュブリングインスフェルトはこ
のような悪魔の贈物に不安を覚えるが，彼女は彼をあざ笑って彼と分れてしま
うのであ飢そこでシュプリングインスプェルトは再びヴェネチア共和国の兵
役に応募する・彼の妻だった手回し風琴の女は，金持ちの男から盗んだり色々
な悪ふざけをやり，ついに火あぶりの刑に処せられてしま㌔シュプリングイ
ンスフェルトはヴェネチァ軍に加って下土官になるが，戦闘の際に重傷を貴っ
て足を一本失ってしまう。そして旧友ズィンプリツィウスに再会するのである。
ズィンプリツィウスは，シュプリングインスフェルトに永遠の至福を考えるよ
うにさとL，シュプリソグインスフェルトはそれに従い冬の閻ズィンプリツィ
ウスのもとにとどまり，翌年の春に幸福た生涯を終えるのである。
　r不思議な鳥の巣』はそれぞれ独立した二つの部から成っており，r奇妙な
シュプリソグインスフェルト』の中で手回し風琴の女が見付けた持主を見えな
くしてしまう不思議な鳥の巣によって，話が結びつげられているだけである。
第一部の主人公は，風琴回しの女のもっていた不思議な鳥の巣を拾って，すぐ
にその不思議な力を認めた若者で，その体験を物語るのである。持主を見えな
くする鳥の巣の魔力を借りて，この若者は最初のうちは罪のないいたずらを行
っているだけだったが，やがて色々な人々の秘密を観察するのに用いるように
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なるのである。そしていたるところで実在と仮象の違いを見出すのである。人
々は自分を偽ったり，他人をだましたりする。どんな状況にあっても，領主や
貴族にあっても，農民にあっても，坊主にあっても，学生にあっても，彼は偽
善と俗悪と卑劣な行為を見出す。ついに修道院に入るが，ここも偽善と破廉恥
にみちみちている。そしてここで給仕人をしているズィンプリツィウスの息子
と息子をさがL求めていたズィンプリツィウス自身と出会う。その後市長の汚
職行為を見たり，新婚の奥さんを寝取ったり，男色行為にふげったりするが，
とうとう放浪生活にあきてし重い，不注意から蜂の群れに襲われて所かまわず
さされてしまったときに，この世に対する嫌悪の情に捕えられる。そLてナイ
チソゲールの歌声に動かされて罪ほろぼしと回心へと決意する。そして不吉な
鳥の巣を引き裂いて投げ捨ててしまう。しかし二人の男が巣の残骸をハソカチ
の申にしまって立ち去って行くのを見るのである。そLて偶然風琴回手回しの
女が商人から盗んだ千フロレソス金貨を発見L，所有主のないお金だったので，
そのお金を手に入れるのである。
　第二部の語り手は，風琴回しの女に金を奪われた商人自身である。商人は金
を奪われたために深い憂うつにおち入り，ついに魔女と占い師の腕に身を任せ
る。ひとりの気味の悪い老人が彼に失った財産をもう一度手に入れさせること
を申L出るが，商人はお金か，持主を見えなくする宝物かどちらかを選ぱなげ
ればならず，後者を選択する。まず彼は自分の家でこの宝物の威カをためして
みる。彼は妻がいとこと会話をしているのを盗み聞きし，葵がある若いドクタ
ーと情事を行っていることを告白するのを知る。妻にLっぺい返しをするため
に，商人はいとこにプ1コポーズして，彼女をものにする。それからドクターの
仮装をして，妻のもとへ行き，最初は妻との欲望を満足させるが，それから妻
をいたいたLいほどなぐりつける。その後商人はアムステルダムヘ旅行し，盗
みをするために金持ちのユダヤ人のもとへ忍び込むが，そごの美しい娘のエス
ターに魅せられて，策略を用いて自分のものにして女の子まで生れる。このよ
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うな恥ずべき行為を行ったあとでも，魔女のもとに弟子入りして，色々なきた
たいわざを学び，またしても悪事を働く。このような醜行を重ねるうちに兵隊
になろうという希望が目覚めオランダ軍の軍務につくが，人から見えないにも
かかわらず重傷を負う。そしてユトレヒトで回復に向ううちに，自分のあさ童
しかった生活に対する深い後悔の念に捕えられ飢彼はすべての罪をざんげL，
魔法の道具を焼き捨てるが，鳥の巣は聴罪師が取っておく，すっかり病気が直
ると，悔い改めた商人は帰るが，聴罪師はシュトラースブルク附近のライン河
の橋の上で，すべての所有者に不幸をもたらLた悪魔の遣具をライン河の中へ
投げ捨てるのである。第一部においては，鳥の巣がもっぱら人問の秘密を直接
に認識させることによって浅はかな人間の行動の根拠を示す機能をもっていた
のに対して，第二都では商人の手の中で悪魔の誘惑者になるが，このようにし
て鳥の巣がライン河の流れの中へ投ぜられることによって誘惑は終結を告げる
のである。
　以上の簡略な筋書きを見れぱ，グリンメルスハウゼン自身が述べているよう
に，計十巻を包括的な構成物として描いたといっても，r阿呆物語』六巻の結
びつきとあとの四巻の結びつきとは同一に論ぜられないことは明らかであろ㌔
従って，前述のようにあとの四巻は別途に切り離して扱うのが至当であろう。
　さて『阿呆物語』の成功は同工異曲のおびただLい作品を生み出したのであ
る。と同時に悪漢あるいは放浪人の形象も変化している。アレマンのr悪老グ
スマ：■・デ・アルファラチェの生涯』やグリンメルスハウゼソの『阿呆物語』
の主人公は，特定の身分には属さず，絶えずその役割を交代することによって
あちゆる人々の顔前にはかないこの世の姿をつきつけるのである。かれらの大
胆に虚構されたとっぴな生活は，可能な隈りの人間の行動様式の総和なのであ
る。Lかしながらこのよう危広範囲な視点は，模傲作品ではもっとせぱめられ
ている。例えぱ1672年に出版された英語からの翻訳物であるrズィンプリツィ
ウス風のヤーン・べ一ルス，その出生と由来』（Simplicianischer　Jan　Perus，
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dessen　Geburt　und互erkom鵬n）ωは『阿呆物語』の人気を利用はしている
が，この物語の主人公はもはや普遍飽な人物，永遠の相の下におげる罪人では
なく，現世の裁判権を告訴する犯罪人なのである。ヤーン・べ一ルスが罪を犯
すのは・神のおきてに対してではなく，杜会的なルールに対して底のである。
彼の曾祖父はまだ農民で父親は途中で学問を断念した学生であったが，彼自身
はピカロ的な生活を早くからあきらめ，ある商人のもとで見習修業を始める。
そして商人階級に留まり，いかさま・と底の知れない陰謀を巡らすことによって
富と名声を手にするが・緒局逮捕されて罪せられる。r他人にこのような悪行
を行たわないようにする」ために行ったとする彼の改心の記録は，τ阿呆物語』
の象徴的な観点とは比ぶべくもなく商人道の誠実さへのアピール，あるいはし
かるべく市民的行動へのアピールに甘んじている。このような方向は16世紀に
ジュネーヴを中心に起り，神の絶対的権威と清浄た信仰生活を強調したジャン・
カルヴァソ（Jean　Ca1vin）（1509－64）の思想の影響の下に発展Lたもので，
この点でマックス・一ヴェーバーの『プロテスタソティズムの倫理と資本主義の
繕神』を想起させる。1680年から90年にかけては，r無道学生』（Der　Ruch1ose
Student），r堕落児童』（Das　Verderbte　Kind），『まどわす乙女』（Die▽er－
blendende　Jungfrau），『愉庚でずる賢い商人見習』（Die　Lusdg・㎜d　Listige
Kanfmanns・Jungen）などのオラ：■ダの悪漢ロマソが独訳されているが，こ
れらの作品もこの傾向を裏書きしている。これらの作品の主要人物は有カで恵
まれた境遇の市民階級の子女で，その自堕落な行状によって両親の経済的成功
と信用を危険におとL入れるが，改心して市民杜会に組み入れられ，生業にい
そLむというおきてを受げ入れることによって詩一されるのである。報われるか，
罰せられるかは，職業生活において成功するか失敗するかによって表わされる。
この世は『阿呆物語』におげるようにもはや否定さるべきもの，無常の場所と
しては描かれず，煩応すべきものとして描かれるのである。
　ゲヅピンゲソの教会合唱指揮者でパイプオルガン奏者でもあったダーニエ
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ル・シニベーア（Danie1Speer）（1636－1707）1こ至っては，ピカロを音楽家
という全くおとたしい姿に変えている。彼のrハンガリアのズィソプリツィス
ムス』（Ungarischer　Si血plicissimus）の主人公である無資産のいたずら者は，
学校教育を受けてトランペット吹きの修業をするために，放浪生活を中止する。
その後になって彼は再び放浪生活を始めることにはなるが，とにかくこの時は
音楽の免状で生活が保証されたと感じ，いつでも市民生活に復帰することがで
きるのである。また主人公が魔法によってロバに身を変えられ，様々な冒険の
後にニジプトのイーシス女神の力によって再び人間にかえる物語を書いたロー
マの作家アプレイウスのr変身物語』（Metamorphoses）またはr黄金のロ
バ』（Asinus　aureus）の範に従って，ヴォルフガング’カスパル’プリンツ
（Wolfgang　Caspar　Prinz）（1641－1717）は『黄金の犬』（G剛dner　Hund）
（1675－76）を発表している。この物語の主人公は犬に変えられた司法官で，
丁度グリソメルスハウゼンにおげる不思議な鳥の巣の持主のように，浮世を渡
って人問のいたらなさを明るみに出して行くのである。最初はいじめられたり
踏みつげられたりするが，その後は人に好かれる方法を学び，時にはうまい具
合にやって行くようになるのである。
　独特な風刺によって後世にも影響を与えているものには，クリスティアー
ソ・ロイター（Christian　Reuter）（1665－1712？）の『シェルムフスキーの奇
妙きてれつ，危険きわまりなき海陸冒険実話』（Schelmu鉦skys　kuriose　md
sehr　ge鮒r1iche　Reisebeschreibmg　zu　Wasser　md　Land）（1696－97）が
ある。この作品は18世紀には忘れ去られていたが，アヒム・フォン・アルニム
（Achim　yon　Arnim）（1781－1831）やクレーメンス・ブレンター（αe㎜ens
Brentano）（1778－1842）などのロマソティカーによって再発見され，アルニ
ムぱ「ドイツのドソキ・ホーテ」と呼び，ブレ1■ターノはr反俗物的人間の浪
漫的なタイプが具象化されたもの」としている。吻今その荒筋をたどってみる
と，主人公シェルムフスキーはドイツのシェルメローデで生まれれ大きなね
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ずみが原因で母親は5ケ月目で彼を産んだが，母親がまだ人事不省の時に母親
の鼻をつまんで名前を呼んだので，みんなは驚き妖術のせいだと思ったとい
う。㈱12歳まではもっぱらやぎの乳で育ったが，学校でも，商人の年季奉公に
出されても役に立たず，豆鉄砲でスズメを撃ったり，窓ガラスを割ったりする
だげだったので，母親は修業のために広い世界へと送り出す。シェルムフスキ
ーはある伯爵と出会い，盛夏の頃にハンブルクに到着し，高貴な客人として敬
意を払われるが，ある女佳にほれ込まれ，そのためオラソダ人の貴族との決闘
にまき込まれて打ち負かす。しかしながらけんかに伴う殺人を犯したためにハ
ンブルクを逃れてストックホルムにやってくる。ここでも彼は婦人たちの人気
者になり，気楽に暮すのである。そして伯爵も彼にほれ込んだ女性とあとから
やってきて，二年間をすごすが，その後再びオランダヘ向けて出帆する。しか
し犬暴風雨に襲われてシェルムフスキーと伯爵だけが助かり，アムステルダム
に上陸し，市長の家で歓待される。しかし二年後にはもうr偉犬なムガール帝
国」幽の皇帝を求めてイソドヘと族立つのである。インドでは伯爵は暑さのた
めに死亡するが，シェルムフスキーはムガール帝国の首都アグラに到着L，歓
迎されムガール帝国の会計をついでに整理Lてやったために，首相にさせられ
そうになるが，それを断って再びイギリスヘ向って脱出する。Pンドンではか
つてのストックホルムの時のように婦人たちの人気者になるが，ロンドンの生
活にやがてあき，またも船の族に出発する。Lかしながらスベインヘ向う途中
で海賊に襲撃され，囚人の身と次って幽閉されるが，半年後に母親が五十ドゥ
カーテンの金貨を払ってやっと釈放され無一文になって故郷のシヱルメローデ
ヘ戻るところで第一都は終るのである。
　いとこの悪口に腹を立てたシェルムフスキーは，新たに冒険の旅に出る決心
をする。そLてある時は徒歩で，あるときは郵便馬車でヴェニスヘやってきて，
たまたま富くじ売場で買ったくじが当って馬一頭と千ターレル銀貨を獲得し，
そのおかげで大いに信望をえるように汰った。ヴェニスでは市参事会の視察官
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の地位を提供されるが，あっきり断り，逃げ出した馬のあとを追ってローマか
ら三十分ほど灘れたパドゥアヘ行き，ここでr赤牛館」という旅館に部屋を借
りる。しかLほらを吹くくせのあるここの息子と決闘をして，息子の両耳を切
り落Lてしまう。その後パドゥアを去り，ローマの天文学老の所へ移り，暦作
りを教わる。そして母危篤の知らせでポーランドとニュルンベルクを経由して
帰途につくが，その前にローマでかつてスペインヘ向う途中で襲われた海賊の
ハンス・バルトを1コーマでやっつける。しかしながらツユヴァルツヴァルトで
またしても強盗に襲われシャツー枚まで略奪され，シェルムフスキーはとどの
つまりすべての栄光を失ってシェルメンローデヘ戻るのである。
　この物語では貴族と対等になろうとする市民階級の病的次欲望がバロディ化
され，シェルムフスキーは貴族的な騎士旅行を嘘八百ででっちあげるのである。
そしてその風刺の面白さは，空想上の，ひとりよがりの宮廷的な体験とシェル
ムフスキーがみずから行い物語る粗野なやり方との問の矛盾の中に横たわって
いる。このように悪漢ロマンの発展を見てみると，もともとは宗教的な人間風
刺であったものが，時代の変遷とともに，一方ではシェルムフスキーに見られ
るよう彼小市民的な貴族願望に対する風刺とたり，また他方では一連のズィソ
プリッィスムス模倣作に見られるように犯罪者的なピカロというネガティヴな
人物を通して，自已の勤労そラルの確証を見る市民階級の自己把握の姿を映L
出すものになっていったと考えることができよう。
　最後に（b）に述べた宮廷・歴史ロマソの相違点について触れておこう。主人
公の姿や主人公の住む世界，物語の形態や方法において，悪漢ロマンは宮廷・
歴史ロマンとは根本的に相違しており，まさにその対をなすものといえるであ
ろうが，以下四点に分けてもっと詳しく考察してみよう。
　第一点は構造上の問題であ乱宮廷・歴史ロマンの構成は極めて複雑で，途
中で挿入されるエピソードも一つの目標を目指Lた一貫したストーリーのもと
に統制されているのに反して，悪漢ロマンは白由につなぎ合わされ，主人公と
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いう人物によってのみ結び付けられている物語の組み合わ董なのであ乱同じ
く構造上の間題による第二点として，旗がりの次元の間題がある。宮廷・歴史
ロマソは，冒険物語を広げて行くことによって，時間的にも空閻駒にも距離を
延長して行くことができるのに反して，悪漢ロマソはある人間の一生の物語を
最初から始めて順々に物譲って行くもので，それが演ぜられるのは同時代の杜
会における眼前にある現在杜のであ私第三の相違点として挙げられるのは，
外的た力に対する主人公たちの反応の仕方である。宮廷・歴史ロマンの主人公
も，悪漢ロマンの主人公も計り知れない力。例えぱ運命の力や杜会の力に身を
さらされるが，宮廷・歴吏ロマソの主人公たちが浮世の無常に対して堅忍不抜
の意志をもって対抗し，あらゆる肉体的および精神的な苦悩を物ともせず，そ
の高潔危美徳と完全無欠を固守するのに対して，悪漢ロマンの主人公のピカロ
はこのような倫理的道徳的次とカミめは全く関知せず，自分たちを取り巻く世界
の中で生きのびて行くためにはむしろそれらを知ることは許され恋いのであ乱
最後に第四点として挙げられるのは，物語方法の箱違である。今堂で述べてき
た所から明らかたように，悪漢ロマソの主人公は，回想の形で一人称形式（Ich－
Form）の形で自分の体験を物語っている。（b）の最後の所で述べたように，宮
廷・歴史ロマンはヘリオドロスのrニチオピア物語』を規範とLた技巧豊か放
構成をもっているのに反Lて，エピソード的な事件を次々と配列して行く悪漢
ロマソの一人称形式は，1コマソの技法の上から見れぱ退歩したように見える；
しかLながら宮廷・歴史ロマンにおける物語を中途から始める技法（Medias・
in－res－Technik）に対して，r最初から物謡を始める」（Ab・ovo・趾zahlen）技
法が意識的に明確化され，同時に現在から過去において演ぜられた体験を回想
しれる訳でながら振り返る記録の立場が固定化さ，r物語る自分」（er頑h1endes
Ich）とr体験する自分」（erleb㎝des　Ich）の間の遠近画法的な技法の可能性
が顕著たものになっている。悪漢ロマンの現実に却し，現実を志向する物語へ
の意志と要求と共に物語上の遠近法の可能性が開かれたということは重要恋こ
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とであって，その後のロマンばこれを巧みた技法で利用する一のである。㈲
　悪漢ロマンが物語技法上一人称形式を選んだということは，自叙伝の虚構に
見せかげの信びょう性を与えることができる庶民階級のロマンが求める真実へ
の要求と関違Lている。しかしながら悪漢ロマンが告白ないしざんげに似た物
語技法を用いているのは，個人的な生涯の発展を記録するためではなく，不完
全なこの現世の誤りを風刺的に指摘するためなのである。自己の罪をざんげす
ることによって，歴史や杜会の悪意の仮面がはがれるのであ飢従って信ぴょ
う性を求める物語形式は，迷妄をさますのに役立つ遣具のような性格を帯びて
いるのである。㈹
　本稿の冒頭で述べたように，宮廷・歴史ロマンと悪漢胃マンはr理想との対
決」という共通点をもちながら二つの対立する方向すなわちr理想の要誇を虚
構の観念性の中で実現する」カ㍉「理想と現実を比較し，人間存在の不十分さ
を度を越した歪曲化によって見させようとする」かの二つの方向を辿ったので
ある。前者がhoher　Romanで，後者がniederer　Romanであることもす
でに述べた所であるが，宮廷・歴史ロマンと悪漢ロマンのこのような構造上・
技法上の相違点は要するに，この二つのジャンルの根源的・塞礎的な相違から
生じたものといってよいであろう。
注（1〕ランブイェ館（H6telde　Ramboui11et）というのは，フラソスで，ランブイニ
　　侯爵夫人が自邸に1610年ごろから開いた代表的たサロソで，侯爵夫人の美貌と才知
　　に富んだ巧みな応対によって，当時の多くの貴顕練士や文学着が集まり，洗練され
　　た杜交界の基礎を築いたが，1665年の侯爵夫人の死とともに消滅した。
　（2）＝ヒ躍会はスキュデリー嬢が1654年から59年まで，パリのマレー地区のボーズ街の
　　自邸で開いたサロソで，ラソブイエ館の生き残りの人々も加ったが，もっと文芸的
　　色彩カミ濃かった。（以上新潮杜発行『フランス文挙辞輿』によ孔
　（3）鐘同マソというのは，実在の人物が偽名で登場するロマソのことで，17世紀の
　　フラソスでもっとも発展Lた。　ドイツ文学史上では，マクスィミーリアーソI世
　　（泌axi血i1ian　I・）（1459－1519）の韻文叙事詩『トイァーダソク』（Teuerdank）
　　（1517年）が最初の例とされている。英文学ではディズレリーの『ヴェネーツィァ』，
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　ハックスリーの『恋愛対位法』などが有名である。
（4）　ブレッユーズ（pr6cieuse）というのは，pr6cieux（萬価な）という形容詞の女性
　形で，「自分に商値をつける女一■｝お高くとまっている女」という特別の意味まで
　用いられるようになったのは，1650年代からで，前記のラソブイニ館や土躍会など
　上流杜交界に生れた言葉や文掌や杜交礼儀などの繭で，一般の卑俗なものを排して
　気敢った技巧的なサロソの才女たちのことをいい，そういう風潮はプレシオジテ
　（PrξciOS三t6）と呼ぱれているo
（5）　『フラソス文挙辞典』による。
（6）Clemens　Lugowski：Wirk1ichkeit　md　Dichtm答
（7）ホセ・ガルシア・同ペス：『スペイン文学史』
（8）galera船というのは，地申海方面で奴隷や罪人1ここがせた軽走の帆船のことで
　ある。
（g）　L　R　Wolff：A！1gemeim　Geschichte　des　Romans．
⑩　Hans・JOrgen　Geerdts：Deutsche　Literaturgeschichte　in　einem　Band（『ドイ
　ツ文学の歴史』朝目出版杜
（1つ　これはリチャード・ヘッド（RichardHead）の『TheEnglishRogue』（1665－
　1680）の最初の都分の英訳である。
⑫　M．Kluge　u．R－Radler：Hauptwerke　der　deutschen　Literaturにょるo
（1今　この点では，ギュソター・グラスの『ブリキの太鼓』を思い出させるo
⑭　1526年から1857年にかげてあったイソドにおける最後のイスラム帝国。1857年に
　イギリスによって滅ぼされた。
蝸　例えぱ18世紀のフラソスの作家マリヴォ（PierreCarlet　deChamblaindeMa－
　rivaux）（1688－1763）の『マリァソヌの生涯』（La　Vie　de　Mariame』，『成上り百
　姓』（Le　Paysan　parvem）たどは，一人称小説のもっとも初期の秀作といえよう。
蝸W　VoBkamp：Romantheorie　in　Deutschland．
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